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国土交通省　江戸川河川事務所

位　置　図

S=1:50,000

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

1/34

令和 ７ 年  １１ 月　　日  

本図面は縮小図のため、
縮尺は表示と異なります
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八潮排水機場　全体図 S＝1：500

令和 7 年 11 月   日

2／34図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名

事務所名

株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:500

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

八潮排水機場　全体図
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(新設)

所内排水ポンプ

(既設)

八潮排水機場  3・4号ポンプ水路部据付平面図(4号新設) S＝1：100

令和 7 年 11 月   日

3／34図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

八潮排水機場　3・4号ポンプ水路部据付平面図
(4号新設)

凡　例

新　設

事務所名
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八潮排水機場　3・4号ポンプエンジン室据付平面図(4号新設) S＝1：100

令和 7 年 11 月   日

4／34図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

八潮排水機場　3・4号ポンプエンジン室据付平面図
(4号新設)

凡　例

新　設

撤　去

事務所名
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八潮排水機場　3・4号ポンプポンプ室据付平面図(4号新設) S＝1：100

令和 7 年 11 月   日

5／34図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

八潮排水機場　3・4号ポンプポンプ室据付平面図
(4号新設)

凡　例

新　設

事務所名
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(新設)

燃焼排気管開口穴

既設の開口を利用

開口寸法 700×900
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※

八潮排水機場　3・4号ポンプ据付断面図(1)(4号新設) S＝1：100

令和 7 年 11 月   日

6／34図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

八潮排水機場　3・4号ポンプ据付断面図(1)
(4号新設)

凡　例

新　設

事務所名
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3号歯車減速機

(流体継手付き)

(既設)

4号燃料移送ポンプNo.1,2

(新設)

所内排水ポンプ

(既設)

3号ポンプ

φ4000立軸軸流ポンプ

(既設)

4号2次排気消音器

(新設)

4号燃料小出槽

(新設)

4号膨張タンク

(新設)

4号空気圧縮機(電動機駆動)

3.7kW(新設)

4号歯車減速機

(流体継手付き)

(新設)

4号ポンプ

φ4000立軸軸流ポンプ

(新設)

ON

STA RT

OFF O N

S TAR T

OF F

3号空気圧縮機(電動機・エンジン駆動)

3.7kW(既設)

4号空気圧縮機(電動機・エンジン駆動)
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燃焼排気管・排気消音器

屋内部　保温材

(新設)

B-B 断 面

5000×7300開口 2400×5950開口

八潮排水機場　3・4号ポンプ据付断面図(2)(4号新設) S＝1：100

令和 7 年 11 月   日

7／34図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

八潮排水機場　3・4号ポンプ据付断面図(2)
(4号新設)

凡　例

新　設

事務所名
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(撤去)

4号燃料移送ポンプ基礎部

目荒し

八潮排水機場　3・4号ポンプポンプ室基礎図(4号撤去) S＝1：100

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

八潮排水機場 3・4号ポンプポンプ室基礎図
(4号撤去)

凡　例

撤　去

令和 7 年 11 月   日

8／34

事務所名
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燃料送油管 65A SGP

ピットドレン管 32A SUS

減速機潤滑油ドレン管 32A SGP

13

7

8

9

10

11

12

B E

（既設）

（既設）

（既設）

（既設）

φ4000立軸軸流ポンプ

（既設）

（既設）

（既設）

（既設）

（既設）

（既設）

（既設）

（既設）

（既設）

主ポンプドレン管 50A SUS

主ポンプドレン管 50A SUS

（既設）

（既設）

（既設）

燃料オーバーフロー管

（既設）50A SGP

(既設)

所内排水ポンプ

燃料オーバーフロー管 50A SGP

燃料送油管 65A SGP

ピットドレン管 32A SUS

（既設）

（既設）

（既設）

B

B

A

▽AP +3.200

燃料移送ポンプ （既設）

燃料送油管 65A SGP（既設）

燃料送油管 65A SGP（既設）

燃料送油管 40A SGP（既設）

燃料フィルタ （既設）

A-A 断 面

▽AP＋5．500

▽AP＋3．050

▽AP+0.000

▽AP+3.050

7000 ▽AP+5.500

A

B-B 断 面

6750 6750

11 12 13

空気抜き管 150A SUS

(撤去)

空気抜き管 125A SUS

(撤去)

逆流防止弁

(既設)

空気抜き管 125A SUS

(撤去)

空気抜き管 150A SUS

(撤去)

4号ポンプ止水蓋

(撤去)

逆流防止弁

(既設)

管理運転用ゲート

(既設)

4号ポンプ止水蓋

(撤去)

4号ポンプ吐出ライナ止水蓋

(撤去)

4号ポンプ吐出ライナ止水蓋

(撤去)

燃料送油管 65A SGP

(既設)

燃料送油管 65A SGP

(既設)

※4号ポンプベース及びアンカーボルト

　、基礎は、既設継続使用とする。

（既設）

4号減速機蓋

(撤去)

八潮排水機場　3・4号ポンプポンプ室据付平面図・小配管図(4号撤去) S＝1：100

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

八潮排水機場 3・4号ポンプポンプ室据付平面図・小配管図
(4号撤去)

凡　例

撤　去

令和 7 年 11 月   日

9／34

事務所名
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13000

B

22000

E

15800

1
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4

5

No 機　器　名　称 備　考

機器表

6

7

8

既　設

〃

〃

凡例

：新　設

9101112

〃

〃

〃

9

動力配電盤110

動力配電盤211

照明配電盤212

欠番13

14

照明配電盤1

15

16

欠番

〃

〃

〃

17

電源切換変圧器盤

18

電源切換分電盤3

19

電源切換分電盤

20

浄化用動力変圧器盤

21 き電盤

電源切換分電盤2

1号主ポンプ電動機盤

既　設

〃

〃

〃

〃

〃

別途改造工事

既　設

15

16

17

18

19

20

21

C

4号発電機35

UP

UP

：移　設

B1Fへ

電気室 2号ポンプ

1号ポンプ

B1Fへ

ケーブルラック

(既設)

ケーブルラック

(既設)

35

I

J

E

F

H D

K

G

No 機　器　名　称 備　考

機器表

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

B

A

1号自動始動盤

2号発電機盤

1号発電機盤

2号自動始動盤

1号発電機

2号発電機

1号発電機空気槽

2号発電機空気槽

発電機電源変圧器盤

発電機電源主幹盤

発電機電源切換盤

B1Fへ
TB TB

新　設

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

配電盤基礎築造

(新設)
2Fへ

B1Fへ
2Fへ

B1Fへ

2Fへ

NO.2空気圧縮機

NO.1空気圧縮機

移　設

1

2

3

4

5

6

52

53

51

低圧配電盤

低圧主幹盤

主変圧器盤

変圧器一次盤/き電盤

制御用直流電源盤

高圧引込受電盤

欠番

欠番

電源分岐盤2

電源分岐盤3

電源分岐盤151

52

53

〃

〃

別途改造工事

(既設)

(既設)

：別途改造工事

旧機場1F平面図(更新後) S＝1：100

令和 7 年 11 月   日

10／34図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

旧機場1F平面図(更新後)

事務所名
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7

集合排気管 

1000A

集合排気管 

800A

集合排気管 

400A

排気消音器

1号発電機

煙突

清水槽

清水槽

1F電気室へ

1Fへ

1Fへ

(新設)

1Fへ

1Fへ

1Fへ

1Fへ

排気消音器

2号発電機

(新設)

EPS

2Fへ

既設流用新設既設流用

新設

集合排気管 

400A(新設)既設流用 新設

旧機場B1F平面図(更新後) S＝1：100

令和 7 年 11 月   日

11／34図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

旧機場B1F平面図(更新後)

事務所名
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No 機　器　名　称 備　考

機器表
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8

新　設

〃

〃

凡例

：新　設

〃

〃

〃

移　設9

1号自動始動盤

2号発電機盤

1号発電機盤

2号自動始動盤

1号発電機

2号発電機

4号発電機

UP

：移　設

400025002500 2000

5
0
0
0

2
0
0
0

1
3
0
0

6

7

2

3

2000200020001400

8

4

1号発電機空気槽

2号発電機空気槽

〃

〃

配線ピット

配管ピット

NO.2空気圧縮機

NO.1空気圧縮機

空気管 SGP25A

1号燃料管 SGP25A

1号空気管 SGP25A

2号空気管 SGP25A

B1FよりB1Fより

2号燃料管 SGP25A

2号空気管 SGP25A

空気圧縮機排気管

50A（ロックウール断熱）

新設

15

排気管 SGP350A

排気管 SGP350A

既設開口流用□500x500

既設開口流用□500x500

既設開口流用φ100

4号用燃料配管ピット

4号用配線ピット

既設開口を拡張

既設開口流用

既設開口流用 既設開口流用

排気管支柱B基礎 

排気管支柱A基礎

700x700x100

排気管支柱A基礎

700x700x100

既設壁はつり開口

1850x1850x200
既設壁開口

拡幅はつり

250x1850x200

既設壁開口

拡幅はつり

250x1850x200

(既設)

(既設)

18501850

2
0
0

A A

A - A 断面図
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0

1850

2501350250
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1
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5
0
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5
0

既設開口部

（ロックウール断熱）

□1000×1000

100×800
100×700

（ロックウール断熱）

B部詳細図

Ｂ部

7
0
0

8
0
0

1
0
0

100

800

700 既設開口部

A部詳細図

Ａ部

320x320x100

9

旧機場1F発電設備据付平面図(更新後) S＝1：50

令和 7 年 11 月   日

12／34図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:50

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

旧機場1F発電設備据付平面図(更新後)

事務所名



集合排気管400A(新設)

(ロックウール断熱)

6
0
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0

6

7

B

22000

E

排気管 SGP350A(新設)

(ロックウール断熱)

6000

76

▽ AP+5,200

集合排気管400A 

(既設)

空気圧縮機排気管50A(新設)

(ロックウール断熱)

2号発電機排気消音器(新設)

(ロックウール断熱)

1号発電機排気消音器(新設)

(ロックウール断熱)

ケーブルラック

W500x2(既設)

逆流防止弁

400A(新設)

9
3
0

1
5
0
0

2
0
7
0

4
5
0
0

C

C

ケーブルラック

W500x2(既設)

2号発電機排気消音器(新設)

(ロックウール断熱)

2号発電機排気消音器基礎(新設)

排気管 SGP400A(新設)

(ロックウール断熱)

逆流防止弁

400A(新設)

C-C断面図

逆流防止弁

50A(新設)

逆流防止弁

400A(新設)

▽ AP+3,200

既設流用新設既設流用

新設

集合排気管400A 

(既設流用)

2号発電機排気消音器架台(新設)

排気管 SGP350A(新設)

(ロックウール断熱)

排気管 SGP350A(新設)

(ロックウール断熱)排気管 SGP400A(新設)

(ロックウール断熱)

排気管 SGP400A(新設)

(ロックウール断熱)

1号発電機排気消音器架台(新設)

(@2000)

6000

76

▽ AP+5,200

1号発電機排気消音器(新設)

(ロックウール断熱)

1号発電機排気消音器基礎(新設)

逆流防止弁

400A(新設)

B-B断面図

▽ AP+2,000

集合排気管400A 

(既設)

排気管 SGP400A(新設)

(ロックウール断熱)

B

B

既設流用 新設

新設既設流用

D D

E E

既
設

流
用

新
設

旧機場B1F発電設備据付平面図(更新後) S＝1：50

令和 7 年 11 月   日

13／34図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:50

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

旧機場B1F発電設備据付平面図(更新後)

事務所名
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▽ AP+3,200

▽ AP+5,500

22000

EB

▽ AP+12,700

4号発電機

(移設)

2号発電機 1号発電機
1号発電機盤

排気管 SGP350A(新設)

(ロックウール断熱)
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(新設)

(新設)(新設)

空気槽基礎

(新設)

発電機基礎

(新設)

発電機基礎

(新設)配電盤基礎

(新設)

4号発電機基礎

(新設)

2号発電機排気消音器基礎

(新設)

既設流用 新設

(新設)

排気管 SGP80A(新設)

(ロックウール断熱)

▽ AP+2,000

2号発電機排気消音器(新設)

(ロックウール断熱)

1号発電機排気消音器基礎

(新設)

1号発電機排気消音器(新設)

(ロックウール断熱)

2
0
0
0

▽ AP+5,200

▽ AP+2,000

▽ AP+4,200

空調ダクト

(既設)

排気管 SGP400A(新設)

(ロックウール断熱)

排気管 SGP350A(新設)

(ロックウール断熱)

2号発電機排気消音器架台(新設)

集合排気管 

400A
既設流用新設

排気管 SGP350A(新設)

(ロックウール断熱)

▽ AP+7,700

▽ AP+3,200

▽ AP+5,500

22000

EB

▽ AP+12,700

4号発電機

(移設)

2号発電機 1号発電機
1号発電機盤

排気管 SGP350A(新設)

(ロックウール断熱)

集合排気管 SGP400A

(既設)

空気槽
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(新設)

(新設)(新設)

空気槽基礎

(新設)

発電機基礎

(新設)

発電機基礎

(新設)配電盤基礎

(新設)

4号発電機基礎

(新設)

2号発電機排気消音器基礎

(新設)

既設流用 新設

(新設)

排気管 SGP80A(新設)

(ロックウール断熱)

▽ AP+2,000

2号発電機排気消音器(新設)

(ロックウール断熱)

1号発電機排気消音器基礎

(新設)

1号発電機排気消音器(新設)

(ロックウール断熱)

2
0
0
0

▽ AP+5,200

▽ AP+2,000

▽ AP+4,200

空調ダクト

(既設)

排気管 SGP400A(新設)

(ロックウール断熱)

排気管 SGP350A(新設)

(ロックウール断熱)

2号発電機排気消音器架台(新設)

集合排気管 

400A
既設流用新設

排気管 SGP350A(新設)

(ロックウール断熱)

D-D断面図

E-E断面図

旧機場発電設備据付断面図(更新後) S＝1：50

令和 7 年 11 月   日

14／34図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:50

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

旧機場発電設備据付断面図(更新後)

事務所名
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低圧主幹盤3

主変圧器盤4

変圧器一次盤/き電盤5

No 機　器　名　称 備　考

機器表

6

制御用直流電源盤

7

8

高圧引込受電盤

既　設

〃

〃

凡例

：撤　去

2627

〃

〃

〃

9

動力配電盤110

動力配電盤211

照明配電盤212
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14

照明配電盤1

15

16

〃

〃

〃

17

電源切換変圧器盤

18

電源切換分電盤3
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電源切換分電盤

20

浄化用動力変圧器盤

21 き電盤

22 発電機電源切換盤(3)

電源切換分電盤2

23
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1号主ポンプ電動機盤

〃

〃

〃

〃

〃

〃

撤　去

25

発電機電源切換盤(1)

26

3号発電機盤

27

3号発電機自動始動盤
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自家発3号始動用蓄電池盤
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1号発電機盤
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2号発電機自動始動盤

発電機電源切換盤(2)
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〃

〃
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〃
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〃
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既　設
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1号発電機
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〃

移　設

2930

：移　設

B1Fへ
2Fへ

B1Fへ

TB
TBTB

B1Fへ

B1Fへ

電気室 2号ポンプ

1号ポンプ

B1Fへ

ケーブルラック

(既設)

ケーブルラック

(既設)

B1Fへ

2Fへ

B1Fへ
2Fへ

B1Fへ

B1Fへ

B1Fへ

NO.2空気圧縮機

NO.1空気圧縮機

B1Fへ

1

2

3

4

5

6

12 10 9

51

52

5311

電源分岐盤2

電源分岐盤3

電源分岐盤151

52

53

〃

〃

既　設

(既設)

(既設)

欠番

欠番

欠番

欠番

35

旧機場1F平面図(既設) S＝1：100

令和 7 年 11 月   日

15／34図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

旧機場1F平面図(既設)

事務所名



A

13000

B

22000

E

15800

8
5
0
0

1

6
0
0
0

2

6
0
0
0

3

6
0
0
0

4

6
0
0
0

5

6
0
0
0

6

7

集合排気管 

1000A

集合排気管 

800A

集合排気管 

400A

二重管式冷却器 

自家発電機用

集合排気管 

400A
集合排気管 

250A(撤去)

排気消音器

2号発電機
排気消音器

1号発電機

煙突

清水槽

清水槽

1F電気室へ

1Fへ

1Fへ

1Fへ

1Fへ

(撤去)

(撤去)

(撤去)

1Fへ

1Fへ

1Fへ

1Fへ

1Fへ

1Fへ

空気圧縮機排気管

50A(撤去)

ケーブルラック

W500x2(既設流用)

1Fへ

EPS

2Fへ

撤去既設流用

既設流用

既設流用

撤去

旧機場B1F平面図(既設) S＝1：100

令和 7 年 11 月   日

16／34図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

旧機場B1F平面図(既設)

事務所名



EPS

チャンバー

チャンバー
UP

倉庫

6
0
0
0

6

4
7
5
0

7

8

1

2

3

4

5

No 機　器　名　称 備　考

機器表

6

7

8

撤　去

〃

〃

凡例

：撤　去

〃

〃

〃

〃

移　設

1号発電機盤

2号自動始動盤

1号自動始動盤

2号発電機盤

1
4

7

1号発電機

2号発電機

3号発電機

4号発電機

UP

：移　設

2356

22000

NO.2空気圧縮機

NO.1空気圧縮機

B E

空気圧縮機排気管

50A(撤去)

既設流用撤去

(既設流用)

(既設流用)

8

旧機場1F発電設備据付平面図(既設) S＝1：50

令和 7 年 11 月   日

17／34図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:50

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

旧機場1F発電設備据付平面図(既設)

事務所名



6 7 8

6000 4750

▽AP + 7.550

▽AP + 12.800

▽AP + 15.800

3
00

0
52
5
0

82
50

6
75

47
5

▽AP + 13.475

▽AP + 13.950

□750

1100
200

4419

5725

1
16
0

▽AP + 12.315

換気サイレンサ

BB

47
6
5

3号発電機

排気サイレンサ

B C

6

7

8

7500

60
0
0

47
5
0

A

A

2250402.5

3号発電機

排気サイレンサ

29
90

DN

換気サイレンサ

573

□750

20°

12
50

5
00

2250

59
2
5

a部

□750×750

a部

11
00

20
0

4
3
93

57
25

□
7
50

×
7
50

穴
9
0
0

穴890

1200
12

00

1-PL3.2×1200×1200

(SS400)

1-L50×50×4×800

(SS400)

2-L50×50×4×370

(SS400)

8-金属系アンカーボルト

M12×100(SUS304)

旧機場発電設備排気ダクト図（3号発電機）（既設）

令和 7 年 11 月   日

18／34図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

図示

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

B-B 視 面

A-A 断面図

凡　例

: 撤　去

旧機場発電設備排気ダクト図
（3号発電機）（既設）

事務所名

S=1:50

S=1:50

a　部 S=1:30
(撤去後復旧処理)



B

8

9

52508950

7

47
50

6
75
0

DN
DN

UP

煙突中心

1
42

5

2475

EPS

6
50

21
0

B

▽AP + 14.250

▽AP + 12.200

▽AP + 10.900

1
30
0

32
00

▽AP + 7.700

11500

排気用煙突

▽AP + 13.057

▽AP + 12.670

1838

10200

11500

φ700　SUS304

20
0

29
9
0

130010200

φ700　SUS304

1300

50
50

1
00
0

φ
7
00
　

SU
S3

04

Ａ部

Ｂ部

穴φ900

1200

12
00

8-金属系アンカーボルト

M12×100(SUS304)

1-PL3.2×1200×1200

(SS400)

1-L50×50×4×800

(SS400)

2-L50×50×4×375

(SS400)

穴φ900

1200

1
2
00

8-金属系アンカーボルト

M12×100(SUS304)

1-PL3×1200×1200

(SUS304)

1-L50×50×4×800

(SUS304)

2-L50×50×4×375

(SUS304)

旧機場発電設備排気管図（3号発電機）（既設）

令和 7 年 11 月   日

19／34図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

旧機場発電設備排気管図

断 面 図

平 面 図

凡　例

: 撤　去

（3号発電機）（既設）

図示

事務所名

S=1:50

S=1:50

A　部 S=1:30
(撤去後復旧処理)

B　部 S=1:30
(撤去後復旧処理)



5250 1500 5250 1500 5250 1500 5250 1500 5250

管理運転用ゲート 吐　出　ゲ　ー　ト　弁

綾瀬川側

中川側

水
圧

KEY PLAN

水
流

S = 1/200

設　計　要　目　表

型　　　式 ステンレス鋼製ローラゲート

設　置　数

純　径　間

有　効　高

水密方式

揚　　程

開閉方式

開閉速度

操作方式

2門

5.250m

2.700m

両 面 4 方 ゴ ム 水 密

AP-0.500　　沈下後（AP-1.000）

1.0　/min

機側及び遠方操作

m

設計水位

敷　　高

操作水位

CASE1

CASE2

外水位　AP +4.348

開　時

閉　時

常時　2.730m　最大（保守上限）2.900m

内水位　AP-1.000

設計水深と同じ

設計水深と同じ

外水位　AP-1.000

内水位　AP +4.185

電動ラック式

据付基準線

※

水
　

圧

※

水
　

流

平　面　図
S = 1/40

箱抜幅　6250

1500純径間　52501500

250250

管理ステージ

タラップ

正　面　図
S = 1/40

扉体

有
効

高
　

2
7
0
0

5
0
0

3
2
0
0

450 1000

1450

※

5
0
0

50

水　圧水　流

▽AP +6.050

▽AP +7.700

側 断 面 図

※

吊り芯間 4400

タラップ 1
6
5
0

点検用タラップ昇降口

2
1
5

1
8
1
0

1
5
0
0

3
3
1
0

6210

開閉装置架台

電動ラック式開閉装置

150kN(4.0kW)

▽AP +2.700

▽AP +2.200

▽AP -0.500

3
3
5
0

据付基準線

S = 1/40

215

4号吐出ゲート弁一般図(更新後)

令和 7 年 11 月   日

20／34図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

図示

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

4号吐出ゲート弁一般図(更新後)

事務所名



1
3
5
0

据付基準線

※

開閉装置

マンホール

マンホール

水
　

圧

※

水
　

流

平　面　図
S = 1/30

6
3
5

735

撤去更新

6750

吊り芯間　4400

ローラ支間　5800

箱抜幅　6250

1500純径間　52501500

250250

水密幅　5350（水流側）

水密幅　5550（水圧側）

管理ステージ

タラップ

正　面　図
S = 1/30

開閉装置

撤去更新

扉体

撤去更新

グレーチング,受枠

撤去

1350 1650

3000

6
5
5
0

有
効

高
　

2
7
0
0

5
0
0

3
3
5
0

1
6
5
0

5
0

最
大

揚
程

　
2
9
0
0

常
時

揚
程

　
2
7
3
0

3
2
0
0

450 1000

1450

※

※

5
0
0

50

水
密

高
　

2
7
5
0
（

水
流

側
）

水
密

高
　

2
8
5
0
（

水
圧

側
）

水　圧水　流

据付基準線

AP -0.500

AP +2.200

AP +2.700

▽AP +6.100▽AP +6.050

▽AP +7.700

側　面　図
S = 1/30

8800

扉体

撤去更新

開閉装置

撤去更新
グレーチング,受枠

撤去

4号吐出ゲート弁撤去図(既設) S＝1：30

令和 7 年 11 月   日

21／34図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:30

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

4号吐出ゲート弁撤去図(既設)

事務所名



2
8
8
0
0

3
9
2
0
0

1
5
8
0
0

1
3
0
0
0

1・2号機用ホッパ

（既設）

1・2号機用傾斜ベルトコンベヤ

（既設）

1・2号機用水平ベルトコンベヤ

（既設）

3・4号機用水平ベルトコンベヤ

（更新）

3・4号機用ホッパ

（新設）

3・4号機用傾斜ベルトコンベヤ

（新設）

4－前面掻上げ背面降下レーキ循環除塵機

（既設）

4－前面掻上げ背面降下レーキ循環除塵機

（既設）

37000

2300

2
2
0
0

13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

A A

B

B

C

C

6750 6750 6750 6750 6750 4750 6000 6000 6000 6000 6000 8500

6
0
0
0

1･2号自動除塵機機側操作盤

(既設)

ネット式除塵機機側操作盤

(既設)

二次冷却水ポンプ機機側操作盤

(既設)

1･2号ホッパ機側操作盤

(既設)

3･4号自動除塵機機側操作盤

（別途改造工事）

3･4号ホッパ・傾斜コンベヤ機側操作盤

（新設）

1号主ポンプ吸込ゲート

機機側操作盤

(既設)

浄化用吐出ゲート

機機側操作盤

(既設)

除塵設備一般平面図 S＝1：250

令和 7 年 11 月   日

22／34図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:250

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

除塵設備一般平面図

事務所名



12 70

A

A-A 断 面

60006000475067506750675067506750

13 12 11 10 9 8 7 6 5

6000

4

6000

3

6000

2

6000

B-B 断 面

1・2号機用水平ベルトコンベヤ

（既設）3・4号機用水平ベルトコンベヤ

3・4号機用傾斜ベルトコンベヤ

（新設）

3・4号機用水平ベルトコンベヤ

（更新）

4－前面掻上げ背面降下レーキ循環除塵機

（既設）

C-C 断 面

19150

3・4号機用ホッパ

（新設）

3・4号機用傾斜ベルトコンベヤ

（新設）

A

6000

2
2
°

▽AP+5.500▽AP+5.500

▽AP+5.500

AP+6.600

AP+6.600 AP+6.600

（更新）

ベルトコンベヤ乗継ぎピット

（別途工事）

傾斜ベルトコンベヤ基礎

（別途工事）

ホッパ基礎

（別途工事）

耐水化レベル 耐水化レベル

耐水化レベル

除塵設備一般断面図 S＝1：100

令和 7 年 11 月   日

23／34図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

除塵設備一般断面図

事務所名



凡例

:既設

:新設

中央監視制御装置盤３

2号主ﾎﾟﾝﾌﾟ
吐出ｹﾞｰﾄ

機側操作盤
(S101)

2号主ﾎﾟﾝﾌﾟ
機側操作盤

(P102)

ネット式

除塵機

機側操作盤
(S114)

ホッパー
機側操作盤

(S112)

自動除塵機
機側操作盤

(S111)

空気

圧縮燃料
機側操作盤

(S110)

燃料・
潤滑油
ﾎﾟﾝﾌﾟ

機側操作盤
(S109)

所内排水

ポンプ
機側操作盤

(S108)

潤滑水

ポンプ
機側操作盤

(S107)

二次冷却水

ポンプ
機側操作盤

(S106)

1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ
機側操作盤

(P101)

1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ
吐出ｹﾞｰﾄ
機側操作盤

(S102)

浄化用
吐出ｹﾞｰﾄ

機側操作盤
(S103)

浄化用
吸込ｹﾞｰﾄ

機側操作盤
(S104)

1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ
吸込ｹﾞｰﾄ

機側操作盤
(S105)

１号
発電機盤

２号
発電機盤

受配電

設備

1号・2号
記録計盤
（RC1)

電源
分岐盤
（A101)

制御用
電源
監視

制御用
伝送装置
（PC5)

受電盤
監視

制御用

伝送装置
（PC3)

計装用

補助
継電器盤
 ２（電力）
（E102)

水位計盤
（W1)

ゲート監視
制御用
中継

RI/O盤
(PC4)

廃油ポンプ
機側操作盤

(S115)

⑦

１号発電機 ２号発電機

OD-RING（CPUリンク）

（放水路設備）

（機側）

（配電盤室）

（操作室）

計装用
補助

継電器盤

 １（計装）
（E101)

中央
電源盤
（PS)

中央
電源盤
（2)

3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ
機側操作盤

PLC9
(3号主P)

PLC10
(関連)

計装用
補助

継電器盤

３（自家発）
（E103)

無停電
電源装置

直流
電源盤

電源分岐盤

×3

中央監視制御装置盤１（PC1） 中央監視制御装置盤２（PC2）

放水路伝送用入出力盤（SQ7)

MC

時計装置
ﾃﾞｰﾀ配信
収集ｻｰﾊﾞ

監視処理
用ｻｰﾊﾞ

PLC7
（水門）

PLC6
（I/F）

PLC5
（関連）

PLC4
（電源）

PLC3
（中継）

PLC2
（2号主P）

PLC1
（1号主P）入出力用

PLC
（操作系）

（伝送装置）
光ｽｲｯﾁ

（伝送装置）

① ② ④ ⑤ ⑦

⑧ ⑨

機場内LAN(Ethernet)

1110

光ｽｲｯﾁ 入出力用
PLC

（支援系）

MC MC MC

PLC13

RI/O

RI/O RI/O

RI/O RI/O RI/O RI/O RI/O RI/O RI/O

RI/ORI/ORI/ORI/ORI/ORI/ORI/ORI/ORI/O

警報盤

八条樋管

ゲート
機側盤

鶴ヶ曽根

樋管ゲート
機側盤

樋管ゲート
機側盤

（1～3号）

連絡水門
機側盤

回転灯 スピーカ

八潮水門
機側盤

古綾瀬川
伏越下流
ゲート

機側盤

古綾瀬川
伏越上流
ゲート

機側盤

古綾瀬川

下流水門
機側盤

古綾瀬川

上流水門
機側盤

草加南水門
機側盤

草加北水門
機側盤

草加北水門
機側

伝送装置

古綾瀬川
下流水門

機側
伝送装置

古綾瀬川
上流水門

機側
伝送装置

草加南水門
機側

伝送装置

⑧ ⑨ ⑩ ⑪

ｱﾅｳﾝｽ
ﾏｼﾝ

アンプ

樋管ゲート
機側盤

３・４号主ﾎﾟﾝﾌﾟ用
回転灯 スピーカ

警報盤

ｱﾅｳﾝｽ
ﾏｼﾝ

アンプ

④④

⑤④④

① ②

⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤

① ① ① ① ② 12

RI/O

江戸川河川事務所

管理サーバ
データ伝送装置

広域監視

Webサーバ

（新遠制システム）

DBサーバ

通信用サーバ

入出力装置盤

PLC
（常用系）

PLC

（予備系）

広域監視
操作端末

×４

（旧遠制システム）

放水路

操作端末
（操作系）

操作系入出力盤

光スイッチ
（伝送装置）

運用管理

サーバ 操作系光ネットワーク

監視支援系光ネットワーク

支援系入出力盤

支援維持
管理サーバ

運用管理

サーバ

光スイッチ

（伝送装置）

監視系入出力盤

監視系
Webサーバ

運用管理

サーバ

放水路

操作端末
（監視支援系）

三郷出張所

ブロック

監視操作端末

三郷・中川
ブロック

通信・DBサーバ

三郷・中川
ブロック

遠制伝送用PLC

三郷・中川

光スイッチ
（伝送装置）

遠制伝送
用PLC

（操作系）
12

3号

発電機盤
(GS3)

3号発電機
375kVA

発電機
電源切替盤

1
(GG1)

発電機
電源切替盤

2
(GG2)

発電機

電源切替盤
3

(GG3)

電源切換
分電盤2
(P16)

電源切換
分電盤3
(P17)

電源切換
変圧器盤
(P15)

14

RI/O

15

15

15

15 15 15

15 15 15

※４号機能追加

共通設備
補助

継電器盤

共通設備

入出力盤

中川出張所

ブロック

監視操作端末

三郷・中川
ブロック

通信・DBサーバ

三郷・中川
ブロック

遠制伝送用PLC

三郷・中川

光スイッチ
（伝送装置）

監視操作端末
(D102)

端末 端末

中央監視操作卓
（1・2号）

＜ミニグラ＞
(D101)

プリンタ

PLC8

中央監視操作卓
（受配電）

＜ミニグラ＞

中央監視操作卓（CD2)

警報装置

映像

制御装置
収容架

大型
ディスプレイ

大型
ディスプレイ

ルータ
（遠隔監視用）

光ネットワーク

CCTV設備

監視操作端末

（1・2・3号用）
ディスプレイ

×12

中央監視操作卓
（3・4号）

＜ミニグラ＞

撤去

:撤去

:別途改造工事

PLC11
(電源
・水門)

14

PLC12
(4号主P)

15 13

15 15

RI/O RI/ORI/O

13

RI/O

*PLC1,2,4,5,7は関連する

機側操作盤とI/Oリンクにて接続

4号吐出

ゲート弁
機側操作盤

4号主ﾎﾟﾝﾌﾟ
機側操作盤

4号冷却水
ポンプ

機側操作盤

給排気ﾌｧﾝ

制御盤

*PLC9～12は関連する

機側操作盤とI/Oリンクにて接続

13 15

発電機電源
切替盤

発電機電源
変圧器盤

発電機電源
主幹盤

給水ポンプ
機側操作盤

空気圧縮機
機側操作盤

13 13 13 13

RI/O RI/O RI/O RI/O

燃料移送
ポンプ

機側操作盤

所内排水
ポンプ

機側操作盤

自動除塵機
機側操作盤

13

RI/O

3号
3号

12

RI/O RI/O

3号冷却水
ポンプ

機側操作盤

3号吐出

ゲート弁
機側操作盤

13 12

空気圧縮機
機側操作盤

13 13

RI/O RI/O

燃料移送
ポンプ

機側操作盤

4号
4号

給排気ﾌｧﾝ
仮設盤

13

RI/O

水位計盤
（W2)

15

RI/O

3・4号
ホッパ・
傾斜ｺﾝﾍﾞﾔ

自動始動盤 自動始動盤

機側操作盤

3・4号

操作制御設備システム構成図（更新後） S＝NONE

令和 7 年 11 月   日

24／34図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=NONE

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

操作制御設備システム構成図（更新後）

事務所名



凡例

:既設

中央監視制御装置盤３

2号主ﾎﾟﾝﾌﾟ
吐出ｹﾞｰﾄ

機側操作盤
(S101)

2号主ﾎﾟﾝﾌﾟ
機側操作盤

(P102)

ネット式
除塵機

機側操作盤
(S114)

ホッパー
機側操作盤

(S112)

自動除塵機
機側操作盤

(S111)

空気
圧縮燃料

機側操作盤
(S110)

燃料・
潤滑油
ﾎﾟﾝﾌﾟ

機側操作盤
(S109)

所内排水

ポンプ

機側操作盤
(S108)

潤滑水

ポンプ

機側操作盤
(S107)

二次冷却水

ポンプ

機側操作盤
(S106)

1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ
機側操作盤

(P101)

1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ
吐出ｹﾞｰﾄ

機側操作盤
(S102)

浄化用
吐出ｹﾞｰﾄ

機側操作盤
(S103)

浄化用
吸込ｹﾞｰﾄ

機側操作盤
(S104)

1号主ﾎﾟﾝﾌﾟ
吸込ｹﾞｰﾄ

機側操作盤
(S105)

１号

発電機盤

２号

発電機盤
受配電
設備

1号・2号
記録計盤
（RC1)

電源

分岐盤
（A101)

制御用
電源
監視

制御用
伝送装置
（PC5)

受電盤
監視

制御用
伝送装置
（PC3)

計装用
補助

継電器盤
 ２（電力）
（E102)

水位計盤
（W1)

ゲート監視
制御用
中継

RI/O盤
(PC4)

廃油ポンプ
機側操作盤

(S115)

⑦

１号発電機 ２号発電機

OD-RING（CPUリンク）

（放水路設備）

（機側）

（配電盤室）

（操作室）

計装用

補助

継電器盤
 １（計装）
（E101)

中央
電源盤
（PS)

中央
電源盤
（2)

3号主ﾎﾟﾝﾌﾟ
機側操作盤

給水ポンプ
機側操作盤

PLC9
(3号主P)

PLC10

(関連)

計装用

補助

継電器盤
３（自家発）

（E103)

無停電
電源装置

直流
電源盤

電源分岐盤

空気圧縮機

機側操作盤

×3

中央監視制御装置盤１（PC1） 中央監視制御装置盤２（PC2）

放水路伝送用入出力盤（SQ7)

MC

時計装置
ﾃﾞｰﾀ配信

収集ｻｰﾊﾞ
監視処理
用ｻｰﾊﾞ

PLC7
（水門）

PLC6
（I/F）

PLC5

（関連）

PLC4
（電源）

PLC3

（中継）

PLC2
（2号主P）

PLC1
（1号主P）入出力用

PLC
（操作系）

（伝送装置）
光ｽｲｯﾁ

（伝送装置）

① ② ④ ⑤ ⑦

⑧ ⑨

機場内LAN(Ethernet)

1110

光ｽｲｯﾁ 入出力用
PLC

（支援系）

MC MC MC

PLC13

RI/O

RI/O RI/O

RI/O RI/O RI/O RI/O RI/O RI/O RI/O

RI/ORI/ORI/ORI/ORI/ORI/ORI/ORI/ORI/O

警報盤

八条樋管

ゲート
機側盤

鶴ヶ曽根

樋管ゲート
機側盤

樋管ゲート
機側盤

（1～3号）

連絡水門
機側盤

回転灯 スピーカ

八潮水門
機側盤

古綾瀬川

伏越下流
ゲート
機側盤

古綾瀬川

伏越上流
ゲート
機側盤

古綾瀬川
下流水門

機側盤

古綾瀬川
上流水門

機側盤

草加南水門
機側盤

草加北水門
機側盤

草加北水門
機側

伝送装置

古綾瀬川
下流水門

機側
伝送装置

古綾瀬川
上流水門

機側
伝送装置

草加南水門
機側

伝送装置

⑧ ⑨ ⑩ ⑪

ｱﾅｳﾝｽ
ﾏｼﾝ

アンプ

樋管ゲート
機側盤

３・４号主ﾎﾟﾝﾌﾟ用
回転灯 スピーカ

警報盤

ｱﾅｳﾝｽ
ﾏｼﾝ

アンプ

④④

④④

① ②

⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤

① ① ① ① ② 12

13 13 13 13

13

RI/O

RI/O RI/O RI/O RI/O

江戸川河川事務所

管理サーバ
データ伝送装置

広域監視
Webサーバ

（新遠制システム）

DBサーバ

通信用サーバ

入出力装置盤

PLC
（常用系）

PLC
（予備系）

広域監視
操作端末

×４

（旧遠制システム）

放水路
操作端末
（操作系）

操作系入出力盤

光スイッチ
（伝送装置）

運用管理
サーバ 操作系光ネットワーク

監視支援系光ネットワーク

支援系入出力盤

支援維持
管理サーバ

運用管理
サーバ

光スイッチ
（伝送装置）

監視系入出力盤

監視系
Webサーバ

運用管理
サーバ

放水路
操作端末

（監視支援系）

三郷出張所

ブロック
監視操作端末

三郷・中川

ブロック
通信・DBサーバ

三郷・中川

ブロック
遠制伝送用PLC

三郷・中川

光スイッチ
（伝送装置）

遠制伝送
用PLC

（操作系）
12

燃料移送
ポンプ

機側操作盤

所内排水
ポンプ

機側操作盤

3号

発電機盤
(GS3)

3号発電機
375kVA

発電機
電源切替盤

1
(GG1)

発電機
電源切替盤

2
(GG2)

発電機
電源切替盤

3
(GG3)

電源切換
分電盤2
(P16)

電源切換
分電盤3
(P17)

電源切換
変圧器盤
(P15)

14

RI/O

15

15

15

15 15 15

15 15 15

PLC11
(電源
・水門)

14

共通設備

補助
継電器盤

共通設備

入出力盤

中川出張所

ブロック

監視操作端末

三郷・中川
ブロック

通信・DBサーバ

三郷・中川
ブロック

遠制伝送用PLC

三郷・中川

光スイッチ

（伝送装置）

監視操作端末
(D102)

端末 端末

中央監視操作卓
（1・2号）

＜ミニグラ＞
(D101)

プリンタ

PLC8

中央監視操作卓

（受配電）
＜ミニグラ＞

中央監視操作卓（CD2)

警報装置

映像

制御装置
収容架

大型
ディスプレイ

大型
ディスプレイ

ルータ
（遠隔監視用）

光ネットワーク

CCTV設備

監視操作端末
（1・2・3号用）

ディスプレイ
×12

中央監視操作卓

（3・4号）
＜ミニグラ＞

自動除塵機
機側操作盤

13

RI/O

:機能停止

*PLC1,2,4,5,7は関連する
機側操作盤とI/Oリンクにて接続

*PLC9～12は関連する
機側操作盤とI/Oリンクにて接続

12

RI/O RI/O

3号冷却水
ポンプ

機側操作盤

3号吐出

ゲート弁
機側操作盤

13 12

3号
3号

給排気ﾌｧﾝ
仮設盤

13

RI/O

水位計盤
（W2)

⑤

3・4号

操作制御設備システム構成図（既設） S＝NONE

令和 7 年 11 月   日

25／34図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=NONE

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

操作制御設備システム構成図（既設）

事務所名



特 記 仕 様 書

3.工事種目

2.敷地面積

Ⅰ．工事概要

1.工事場所

改修工事設計図

5.指定部分　　　　　　　　　　　・有　　・無　　対象部分（　　 　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定部分工期　　　年　　月　　日

特　　記　　事　　項

(1) 図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築改修工事標準仕様書

・ 材料の品質等

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

項　　目

(3) 本特記仕様書の表記

2) 特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

   ・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

3) 特記事項に記載の［     ］内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　風速（Vo=　34　m/s）

　地表面粗度区分 （・Ⅰ　 ・Ⅱ　 ・Ⅲ 　・Ⅳ）

   ・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

1) 本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能

   を有するものとする。

・ 環境への配慮

(2) 電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用す

　　る。なお、電気設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図、機械設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図による。

○

○

 (1.4.2)[1.4.2]

5) 　 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）」に基づく「環境物品等の調達

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、 パーティクル

　 材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用す

③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ-n-プチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しな

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

　 次の①から④を満たすものとする。

1) 建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に

　 塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない

　 い難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

   アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの

(1.4.1)[1.4.1]

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

2) 備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を

3) 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

   する。

・風圧力

・積雪荷重 　　

　 ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

　 する。

   とする。

　 使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

4) 本工事に使用する材料のうち、5)に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥の事項を

　 満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等）を監督職員に

　 提出して承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

① 品質及び性能に関する試験データを整備していること。 

② 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 

③ 安定的な供給が可能であること。 

④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 

⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 

⑥ 販売、保守等の営業体制を整えていること。 

5) 製造業者等に関する資料の提出を求める材料 

　 る。

　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　24　）

　 の推進に関する基本方針（令和　年　 月　 日変更閣議決定）」に定める特定調達物品における判断の基準（特定調達品

　 目「公共工事」においては表1中の品目ごとの判断の基準）を満たすものを示す。

    （建築工事編）令和7年版（以下「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和7年版

1) 項目は、・ 印の付いたものを適用する。○

○ ○

1

各
章
共
通
事
項

章

・ 適用区分

4) 特記事項に記載の（     ）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

・ 降雨等に対する養生 [3.1.3]※改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による

　 方法

・ 既存防水の処理 [3.1.4] [3.2.3、4、6]既存保護層の撤去

・行う（範囲　・図示による　　・　　　　　　）

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去 

・ 既存下地の処理 [3.2.6]既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等

P0S工法及びP0SI工法（機械的固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立上り

部等の処置　　 

・ アスファルト防水 [3.3.2～5]屋根保護防水（既存 ） 　

新設防水層の種別

・行わない

・行わない

・ 施工数量調査 [1.6.2、3]

調査方法

既存部分の破壊を行った場合の補修方法

調査報告書（提出部数　・2部　　・　　　）

調査範囲

・

・行う（・M4AS　　・M4ASI　　・M4C　　・M4DI　　・L4X）  

・行わない 

設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付け部、塔屋出

入口部等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理

・図示による

※監督職員と協議する

※改修標準仕様書3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による

・

    　・建築工事標準詳細図（令和　年版）（以下「標準詳細図」という。）

    　・建築物解体工事共通仕様書（令和　年版）

・ 化学物質の濃度測定

測定対象室

測定箇所数

着工前の測定

 (1.5.9)[1.7.9]

・ 埋設配管・配線および

・ 放射線透過試験

労働安全衛生法、「電離放射線障害防止規制」（昭和47年労働省令第41号）等に定める

ところによるほか、次による。

1) 作業主任者は、エックス線作業主任者の資格を有するものとし、資格を証明するもの

　 とし、資格を証明する資料を監督職員に提出する。

2) 放射線照射量は最小限のものとし、照射中は人体に影響のない程度まで照射器より

　 離れる。また、作業者以外の立入禁止措置を講ずる。

3) 露出時間は、コンクリートの厚さ等により、適宜調整する。

4) 付近にフィルム、磁気ディスク等放射線の影響を受けるものの有無を確認する。

5) 躯体の墨出しは、表裏でズレがないように措置を講ずる。

　 撮影枚数　　　枚　

   フィルムサイズ　

　 コンクリート厚さ　　　cm

・探査機（電磁波レーダー法又は電磁波誘導法）による探査

配管　・配線等の位置の墨出を行う

範囲

　 鉄筋調査

あと施工アンカー工事

6章および8章による

コア抜き、はつり工事等

※既存資料調査

ゼン、スチレンの濃度を測定し、測定結果を監督職員に報告する。

3) 測定方法は、現場説明書による。

4) 測定結果の報告は、現場説明書による。

2) 測定対象室及び測定箇所数等は下記による。

1) 施工完了後、引渡前に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、 エチルベン

・ 騒音・粉じん等の対策  [2.1.3]・防音パネル

・防音シート

防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲

・図示による　　・

仮設間仕切りの種別と材質等

種別

・ 仮設間仕切り [2.3.2][表 2.3.1]

 [2.3.1]

仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

・ 既存部分の養生 養生方法等

・既存部分

・既存家具、既存設備等

・既存ブラインド、カーテン等

 保管場所（・図示による　　・　　　　　　） 

・固定された備品、机、ロッカー等の移動

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与えた

場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。 

仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所

材料、撤去材等の運搬方法

　種別(・A種　　・B種　　・C種　　・D種　  ・E種 )

C種：利用可能なエレベーター　（・図示による　　・　　　　　　）

D種：利用可能な階段　　　　　（・図示による　　・　　　　　　）

・設置する

・ 足場等  [2.2.1][表 2.2.1]

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

　別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置方式

　又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

外部足場

防護シート

・設置しない

・設置しない

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

平場の保護コンクリートの厚さ

こて仕上げ　　※水下　80mm以上　　　・

床タイル張り　※水下　60mm以上　　　・

新設防水層の種別

屋根露出防水（既存）

立上り部の保護工法　

窯業系パネルⅠ類（厚さ　　　（mm）　幅　　　（mm）） 

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

厚さ　(　　　)mm以上

※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による

用途による区分　　・

材料による区分　　※R種

厚さ　(　　　)mm以上

　改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による

用途による区分　　・

材料による区分　　※R種

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・乾式保護材（品質・性能、試験方法は別表による）

※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・れんが押え（※JIS R 1250　　・　　　　　　）

・コンクリート押え

・

・ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

  ﾌｨﾝｸﾞ類の

  製造所の

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

  ﾌｨﾝｸﾞ類の

  製造所の

厚さ　(　　　)mm以上

用途による区分　　・

材料による区分　　※R種

Ⅱ.建築改修工事仕様

・行う　　・行わない

・図示による　　・

・図示による　　・

※図示による　　・

2

仮
設
工
事

・設置する

・設置しない

（設置範囲　　・工事に必要な範囲　　・図示による　　・　　　　　　）

・設置する

（設置範囲　　・工事に必要な範囲　　・図示による　　・　　　　　　）

内部足場

（※脚立、足場板等　　・　　　　　　）

養生方法（※ビニルシート、合板等　　・　　　　　　）

養生方法（※ビニルシート等　　・　　　　　　） 

養生方法（・ビニルシート等　　・　　　　　　） 　　　　　　　　　　　　　　　

・図示による　　・

・図示による　　・

仕上げ（厚さmm） 塗装 充填材

・A種

・せっこうボード

  種類(・　　　　　　　　　)

  厚さ(・　　　mm  　※9.5mm )

・合板

　材種(・　　　　　　　　　）

  厚さ(・　　　mm 　 ※9mm )

・

・B種

グラスウール
・無し

・片面

・
※厚さ 50mm以上

※C種 防炎シート

材質 仕上げ 設置箇所

※木製

・

※合板張り程度

・

・　　　か所

・図示による

・図示による　　・

・図示による　　・

・図示による　　・

・行う（範囲　・図示による　　・　　　　　　）

既存防水層の撤去

・図示による　　・

※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

  厚さ0.15mm以上

※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

・

・

新設種別 施工箇所 断熱材　 絶縁用シート

・A-1

・A-2

・A-3

・B-1

・B-2

・AⅠ-1

・AⅠ-2

・AⅠ-3

・BⅠ-1

　※JIS A 9521に基づく押出法ﾎﾟﾘｽﾁ

(種類)

(厚さ)(mm)

　　ﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA（ｽｷﾝ層付き）

　・　　

　70g/㎡程度

改修工法

・P2A

・P1B

・P2AⅠ

・P1BⅠ

・BⅠ-2

工法 種別

施工
断熱材　 

箇所

仕上塗料

種類 使用量
備考

高日射

反射率

防水　

・C-1

・C-2

・C-3

・C-4

・D-1

・D-2

・DI-1

・DI-2

  仕様

・

  仕様

・適用

　する

・

・ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

  ﾌｨﾝｸﾞ類の

  製造所の

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

  ﾌｨﾝｸﾞ類の

  製造所の

  仕様

・

  仕様

・適用

　する

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

・

・ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

  ﾌｨﾝｸﾞ類の

  製造所の

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

  ﾌｨﾝｸﾞ類の

  製造所の

  仕様

・

  仕様

・適用

　する

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

改修標準仕様書3.3.2(9)

（種類） 

　・

（厚さ）(mm) 

　・

・M4C

・M3D

・P0D

・P0DI

・M3DI

・M4DI

・ 施工条件

・ 石綿含有建材の調査 [1.5.1]

  又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ 

  70g/㎡程度

改修 新設

16,159.08 ㎡

１．建物

１）排水機場増築棟 改修一式

 構　　造

 規　　模

建築面積

建 面 積

延べ面積

鉄骨造

地上１階

636.02 ㎡　（国有財産法による）

636.02 ㎡　（建築基準法による）

636.62 ㎡　（国有財産法及び建築基準法による）

埼玉県八潮市大字鶴ヶ曽根２１１８

八潮排水機場

4.工事内容　 １．建物

１）排水機場増築棟

外壁開口設置工事 プラント設備配管貫通部に開口を新設する。

屋上開口着脱工事 プラント設備新設に伴い屋上マシンハッチの取外し

床防水改修工事 設備基礎の新設及び当該部分の床防水改修を行う。

6.工事範囲　

3　防水改修工事

7　塗装改修工事

9　環境配慮改修工事

8　耐震改修工事

6　内装改修工事

5　建具改修工事

外壁改修工事

外壁改修工事

外壁改修工事

4　外壁改修工事

タイル張り仕上げ外壁

塗り仕上げ外壁

モルタル塗り仕上げ外壁

コンクリート打ち放し仕上げ外壁

ただし、他の工事種目は全て、今回工事範囲とする。

・「3．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。

※「3．工事種目」すべてを工事範囲とする。

工事項目

2　仮設工事

工事種目

○

○

4

4

　 7    1   28

    （以下「標準仕様書」という。）によるほか、下記仕様書等のうち、○を付けたものを適用する。

   ・ 印のみの場合は適用しない。

　　床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、無収縮グラウト材、乾式保護材、

　　既調合モルタル、既調合目地材、ルーフドレン、吸水調整材、錠前類、クローザ類、

　　自動ドア機構、自閉式上吊り引戸機構、重量シャッター、軽量シャッター、

　　オーバーヘッドドア、防水剤、現場発泡断熱材、フリーアクセスフロア、可動間仕切、

　　移動間仕切、トイレブース、天井点検口、床点検口、グレーチング、屋上緑化システム、

　　トップライト、ポリマーセメントモルタル、鋳鉄製ふた

施工条件については特記仕様書による

32k

・

塗装

・無し

・片面

グラスウール貼り

・有り

・無し

グラスウール貼り　　※グラスウール32k（厚50㎜以上）

分析方法

アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、

トレモライト

分析対象

※石綿含有建材の事前調査 

採取箇所

調査

　貸与資料（　　　　　　）

・分析による石綿含有建材の調査

サンプル数　　1箇所あたり3サンプル

　工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を行う。

材料名

定性分析方法

（JIS A 1481-1）または

（JIS A 1481-2）

定量分析方法

(JIS A 1481-3)、(JIS A 1481-4)

または(JIS A 1481-5)

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・図示による　　・

 [1.3.5]

3
防
水
改
修
工
事

 （1.3.5）

・

・モルタル押え（屋内）

及び復旧を行う。

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

図面番号

工事名

図面名

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

－

国土交通省　江戸川河川事務所

令和 7 年 11 月   日

26／34

事務所名



・ 改質アスファルト

　 シート防水 新設防水層の種別 

[3.4.2、3]

　 ルーフィングシート

　 防水

・ 合成高分子系 新設防水層の種別 [3.5.2～4] [表3.5.1～3]

絶縁用シートの材質

・ 塗膜防水 [3.6.2、3]

といその他の材種・ とい [3.8.2、3]

シーリング改修工法の種類　　

シーリング材の種類、施工箇所

・ シーリング ［3.1.4］[3.7.2、3、7、8]

・シーリング充填工法　 

・シーリング再充填工法 　

下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による。

シーリング材の目地寸法

・拡幅シーリング再充填工法　 

・ブリッジ工法 

　ボンドブレーカー張り

　エッジング材張り

・配管用鋼管

防露材のホルムアルデヒド放散量

　※F☆☆☆☆　　・

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法

鋼管製といの防露巻き

ルーフドレンの取付け

既存笠木等の撤去

下地補修の工法

板材折曲げ形の笠木の取付方法

・

絶縁断熱工法の防湿用シート 

・

・図示による

※改修標準仕様書3.7.3(1)による

接着性試験

※簡易接着性試験

とい受金物

材種

形状

※25×4.5以上（とい径100を超えるもの）

取付け間隔

足金物

多雪地域

※水はけよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタルを充填する

屋根露出防水（既存）

・設置する 

・設置しない 

新設防水層の種別　　

ルーフドレンの種類及び呼び

※改修標準仕様書3.8.2による（溶融亜鉛めっきを行ったもの）　　　　　　　

※市販品（とい径100以下）　　　　　　　　

材種

形状

取付け間隔

※改修標準仕様書3.8.2による（溶融亜鉛めっきを行ったもの）

※市販品

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度

保護層　・設ける（※図示による　　・　　　　　　）

屋上排水溝

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

防水層の種別

絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

※図示による　　・

合成高分子系ルーフィングシートの種類及び厚さ

※改修標準仕様書表3.5.1から表3.5.3による

屋内防水

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

固定金具の材質、形状及び寸法

※厚さ0.4mm以上の防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又はそれらの鋼板の片面若しくは

　両面に樹脂を積層加工したもの

防水層の種別

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

接着工法の場合のプレキャストコンクリート部材下地の目地処理 

・行う（・図示による　　・　　　　　　）　　

プレキャストコンクリート部材の入隅部の増張り（種別S-F1、SI-F1の場合）

・行う（・図示による　　・　　　　　　）

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

種類　　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

設置数量　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

SI-M1及びSI-M2における防湿用フィルム

S-F1、S-M1、S-F2、S-M2の仕様

・設置する　　・設置しない

※非歩行仕様

平場の保護モルタル床塗りにおける目地の目地割及び種類

目地割

目地の種類

ウレタンゴム系塗膜防水X-1の脱気装置の種類及び設置数量

・

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6008に基づく種類及び厚さ

種類　　・

厚さ　　・　　　mm以上

接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量

　　　　　　・

　　　　　　・　　　（個）

改修工法 種別

屋内防水

施工箇所

・P1E

　　　　・設けない

　図示による　　・

厚さ　(　　　)mm以上

用途による区分　　・

材料による区分　　※R種

厚さ　(　　　)mm以上

用途による区分　　・

材料による区分　　※R種

厚さ　(　　　)mm以上

用途による区分　　・

材料による区分　　※R種

厚さ　(　　　)mm以上

用途による区分　　・

材料による区分　　※R種

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度

・

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

種類　　　　※改質アスファルトルーフィング類の製造所の指定

設置数量　　※改質アスファルトルーフィング類の製造所の指定

　　　　　　・

　　　　　　・　　　　　（個）

・軽歩行仕様

改修工法 施工箇所 平場の

保護層

立上り部の

・ ※7mm以下

・
・P1S

※目地割2㎡程度、最大目地間隔3m程度

・

※押し目地

・

種類　　　　※ルーフィングシートの製造所の仕様

設置数量　　※ルーフィングシートの製造所の仕様

　　　　　　・

　　　　　　・　　　（個）

・行わない

種類　　　　※主材料の製造所の仕様

設置数量　　※主材料の製造所の仕様

　　　　　　・

　　　　　　・　　　　　（個）

E-1の工程3を行う部位

※貯水槽、浴槽等常時水に接する部位

・

・ アルミニウム製笠木 [3.9.2、3]種類　

表面処理

色合等　・標準色（　　　　　　）　・特注色（　　　　　　　） 

笠木の固定金具の工法等

1章 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法 

・オープン形式（・押出250形　　・押出300形　　・押出350形）

種別（　　　）種　

・P2E

・E-1

・E-2

・

　改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

※改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

・AS-T3

  所の仕様

・

  所の仕様

・適用

　する・P0AS

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

・AS-T4

・AS-J1

・AS-J3

・

　改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

※改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

・ASI-TI

  所の仕様

・

  所の仕様
・適用

　する
・M4ASI

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない
・ASI-JI

防湿層

・設ける

・設けない

改修標準仕様書3.4.2

（種類） 

　・

（厚さ）(mm) 

　・

(3)(ｳ)

　

施工
断熱材　 

箇所

仕上塗料

種類 使用量
備考

高日射

反射率

防水　

・S-F1

・適用

　する

・S4S

・S-F2

・S-M1

・S-M2

・P0S
・適用

　する

・適用

　する

・適用

　する

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

・S-F1
・適用

　する

・S3S

脱気装置

・設ける

・設けない

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

　・

・S-F2
・適用

　する

・S-M1
・適用

　する

・S-M2

・M4S
・適用

　する

脱気装置

・設ける

・設けない

・SI-F1
・適用

　する

・P0SI
脱気装置

・設ける

・設けない
・SI-F2

・適用

　する

改修標準仕様書

（種類） 

　・

（厚さ）(mm) 

　・25　・50

3.5.2(3)(ｴ)(b)

・

　改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

※改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

施工
断熱材　 

箇所

仕上塗料

種類 使用量
備考

高日射

反射率

防水　

・AS-T1

・AS-T2

  所の仕様

・

  所の仕様

・適用

　する

・AS-J2

・

　改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

※改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

・AS-T3

・AS-T4
  所の仕様

・

  所の仕様

・適用

　する

・AS-J1

・M4AS

・M3AS

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

・SI-M1
　する

・SI-M2
・適用

　する

・適用
改修標準仕様書

（種類） 

　・

（厚さ）(mm) 

　・25　・50

3.5.2(3)(ｴ)(a)

※発泡ポリエチレンシート

・

仕上塗料

種類 使用量
施工箇所

高日射反射
備考

率防水　　

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

脱気装置

・設ける

・設けない

  主材料の製

　造所の仕様

・

※主材料の製

　造所の仕様

・

・適用する

・P0X

※X-1

・X-2

・X-1H 

・L4X

・X-1

※X-2

・X-1H

新設防水層の種別　　

施工箇所 保護層工程数及び各工程の使用量

・P1Y

・P2Y

※Y-2

・

※Y-2

・

※主材料の製造所の仕様

・

※主材料の製造所の仕様

・

・設ける

・設けない

・設ける

・設けない

・適用する  　・適用しない

・適用する　　・適用しない

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

・引張接着性試験

・硬質ポリ塩化ビニル管

・ルーフドレン

・

・

・

※改修標準仕様書3.8.2による

・

・

・

※改修標準仕様書3.8.2による

・

・適用する　　・適用しない

・図示による　　・

※改修標準仕様書表3.8.4による

・

種別 呼び

・ろく屋根用たて形Ⅰ型

・ろく屋根用横形Ⅰ型

・バルコニー中継用

※ねじ込み式

※ねじ込み式

※ねじ込み式

・80　・100　・125　・150

・板材折曲げ形（・オープン形式　　・シール形式）

  本体幅（　　　）mm　板厚（※2.0mm　　・　　　mm）

・行う（範囲　　・図示による　　・　　　　　　） 

・行わない

※図示による　　・

※図示による　　・

工法 種別

改修 新設

工法 種別

改修 新設

工法 種別

改修 新設

・X-2H

・X-2H

工法 種別

改修 新設

・図示による　　・

仕上げを行わない施工箇所

・バルコニー用 ※ねじ込み式

施工箇所

・差し込み式

・差し込み式

・80　・100　・125　・150

・50  ・80　・100

・50  ・75　・100

・50  ・80　・100

・50  ・75　・100

たてどい受金物の取付け

※図示による　　・

・M3ASI

・P0ASI

・S3SI

・S4SI

・M4SI

・

保護モルタル塗厚保護モルタル塗厚

種別

・S-C1

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

・表面処理鋼板（表面及び裏面の塗膜の種類・　　　）

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

・

※ ※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ

・ ・

・

・

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

・

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

・

・

※

※

※

※

　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ

※　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ

※　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ

※　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ

※　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ

※　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ

※

  主材料の製

　造所の仕様

・

※主材料の製

　造所の仕様

・

※

・適用する

○

○

○

○

ALCﾊﾟﾈﾙ

ｺﾝｸﾘｰﾄ床

○

○

○

○

○

○

○

○

ＡＬＣパネル

シート防水端部

金属取合部分

ＰＳ－２

ＰＳ－２

ＭＳ－２

○

○

○

○

図面番号

工事名

図面名

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

－

国土交通省　江戸川河川事務所

令和 7 年 11 月   日

27／34

事務所名
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既存床シート防水(S-M2)撤去
改修シート防水(S-M2)新設

基礎A

基礎A

基礎c(既設)

基礎c(既設)

基礎C

基礎C

鉄骨階段取外し、復旧

基礎5

基礎5
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基礎5

基礎5

基礎4

基礎5

基礎5

500ｘ500ｘH300（AP+8.000仕上天端）　A.BOLT：4-M16

設備基礎リスト
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基礎5

800ｘ300ｘH300（AP+8.000仕上天端）　A.BOLT：3-M16　
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7300ｘ5000

開口
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開口
5950ｘ2400

外壁配管用開口新設　W1200xH300(AP+9.700芯)
ALC開口補強鉄骨取付
内壁グラスウールボード取外し、復旧

シート防水(S-F2)撤去、新設
マシンハッチ蓋(ALC厚100)取外し・復旧
ALC室内面グラスウールボード取外し、復旧

ALC受け鉄骨(ボルト固定)取外し、復旧

基礎a(既設)

基礎b(既設)

1

2

新　設

改　修 基礎a 900x600xH150　基礎嵩上げ（AP+8.000仕上天端まで）

基礎b 1100x900xH300　防水改修のみ

基礎c 500x500xH300　防水改修のみ

H-350x175x7x11　HTB:3-M20

着脱鉄骨部材リスト
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図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

令和 7 年 11 月   日
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八潮排水機場　建屋平面図

事務所名
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南立面図 1/100 東立面図 1/100

B B+ E2 E- E

6750 4500 5375 5375

22000

BB+E2E-E

6750450053755375

22000

910111213

27300

6750 6750 6750 7050

9 10 11 12 13

27300

6750675067507050

SL+7.550

1FL+7.850

Z2+12.400

Z3+15.200

ZR+17.250

最高高さ+18.350

3
0
0

4
55
0

2
8
0
0

2
0
5
0

11
0
0

1
0
8
0
0

SL+7.550

1FL+7.850

Z2+12.400

Z3+15.200

ZR+17.250

最高高さ+18.350

3
00

4
5
5
0

2
8
0
0

2
05
0

1
1
00

1
0
8
0
0

SL+7.550

1FL+7.850

Z2+12.400

Z3+15.200

ZR+17.250

最高高さ+18.350

3
0
0

4
55
0

2
8
0
0

2
0
5
0

11
0
0

1
0
8
0
0

SL+7.550

1FL+7.850

Z2+12.400

Z3+15.200

ZR+17.250

最高高さ+18.350

3
00

4
5
5
0

2
8
0
0

2
05
0

1
1
00

1
0
8
0
0

外壁配管用開口新設　W1200xH300(AP+9.700芯)
ALC開口補強鉄骨取付
内壁グラスウールボード取外し、復旧

既存床シート防水(S-M2)撤去
改修シート防水(S-M2)

鉄骨階段取外し、復旧
設備基礎新設
天端塗膜防水

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

令和 7 年 11 月   日
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八潮排水機場　建屋立面図

事務所名
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目隠しパネルの開口位置は、現地実測の上決定するものとする。
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ﾛｯｸｳｰﾙｼｰﾄ(1時間耐火)
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